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第11回⼊学式

本年度初めての給⾷

　校庭の花々が美しく咲き誇る春の日、４月１１日（木）に本校第１１回入学式を行いました。新入生
の保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。
　多くの来賓の方にも出席いただき、５・６・８・９年生と共に、新入生（１年生３２名、７年生３１
名）の入学をお祝いすることができました。児童生徒も職員にとっても、嬉しい一日となりました。
　新入生はこれからの新しい学校生活のスタートに向けて希望を膨らませ、張り切ってスタートしてく
れたこととと思います。これから、お子様の可能性を拡げ、自分が描いた夢を実現していくための力を
育てるべく、全職員が一体となって一人一人を大切にした教育の実現に努めてまいります。そのために
も、学校とご家庭とがしっかり連携を図ることが大切です。今後とも、本校教育へのご理解とご協力を
お願い申し上げます。

　４月８日（月）、2024（令和６）年度がスタートしました。この日は、赴任式を行い、
４月から本校に転任・新規採用された先生方１２名をお迎えしました（第１号で紹介）。
　翌９日（火）からは、給食が始まりました。年度初めということで、改めて給食準備・
配膳のルール等を確認しながら、どの学年も手際よく準備を進めていました。
　今年度最初のメニューは「牛乳、カレーそぼろサンド、ニンジンとコーンのサラダ、ワ
ンタンスープ」でした。みんなおいしそうに食べていました。毎日、おいしい給食を作っ
てくださる給食室の皆様、ありがとうございます。今年度もどうぞよろしくお願いしま
す。



４／１２ ⽣徒会⼊会式

登校時刻、朝の外遊び（⼩学部）について

「⾷物アレルギー対応研修会」を実施しました

　本日３校時、「生徒会入会式」がありました。歓迎の言葉に始まり、生徒会の紹介、認証式、新入生
誓いの言葉等があり、中学生としての自覚を促す会となりました。その後、部活動紹介もありました。

今年度も「学びの７本柱」に取り組みます
　本校では、子どもたちの学力向上に向けた取り組みの１つ
として、学びに向かう姿勢の確立を目指して「学びの７本
柱」を設定しています。
　どの決まりも基本的なこ
とばかりですが、まずはこ
うした生活習慣・学習規律
をしっかりと身に付けるこ
とで、子どもたちの学力を
高めていきたいと考えてい
ます。合わせて、文部科学
省が掲げる「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、教員による授業改善も図ってまいります。

真剣に学習に取り組む９年⽣

　本校では、子どもたちの安全確保の観点から、朝の登校時刻を７時３０分以降としております。７時
３０分まで学校の児童玄関は開錠されませんので、この時刻に合わせて自宅を出る時刻については、子
どもさんとご確認をお願いします。
　昨年度まで、小学部の子どもたちは、登校後、道具の整理、提出物などを行った後、教室内で読書を
することになっていました。今年度からは、登校後、朝の準備等が終わり、時間に余裕がある場合に限
り、外での遊び（北運動場・中庭）をしてもよいことにしました。体力づくりのためにも、朝から身体
を動かしたり、遊びを通して友だちとの絆づくりにつなげたりして欲しいと考えています。

　全ての子どもたちが安心して学校生活を送ることができる環境づくりのために、毎年４月に「食物ア
レルギー対応研修会」を実施しています。今年は、４月８日（月）に行いました。
　研修会では、古賀万理子栄養教諭、岩本彩也華養護教諭を講師として、アレルギー対応が必要な児童
生徒についての情報共有、具体的な対応、アナフィラキシーショックが起きた場合の対処方法、エピペ
ンの使用方法などについて学びました。


